
発芽予測

発芽日

　　昨年　　　平年

あ か つ き 　 ３/２4 　  ３/２３

幸 水 　 ３/２８　　３/３１

ふ じ 　 ３/２６　  ３/２６

（防除暦 23頁参照）

散布
回数

散布時期 対象病害虫
10ａ当

SS散布量

縮 葉 病 １． ハーベストオイル 50倍 （２ℓ）
黒 星 病 ２． 石灰硫黄合剤 10倍 （10ℓ）
ア ブ ラ ム シ 類 または

カ イ ガ ラ ム シ 類 １． ハーベストオイル 50倍 （２ℓ）
２． チオノックフロアブル 500倍 （200㏄）
３． アプロードフロアブル 1,000倍 （100cc）

（防除暦 49頁参照）

散布
回数

散布時期 対象病害虫
10ａ当

SS散布量

ハ ダ ニ 類 １． 機械油乳剤95 25倍 （４ℓ）
カ イ ガ ラ ム シ 類 ２． アプロードフロアブル 1,000倍 （100㏄）
カ イ ガラム シ 類 幼 虫

～２０日頃）

散布
回数

散布時期 対象病害虫
10ａ当

SS散布量

樹 上 の 越 冬 病 害 虫 １． 展着剤

黒 星 病 ２． 石灰硫黄合剤 10倍 （10ℓ）
ハダニ類・カイガラムシ類

（３月１５日
～２０日頃）

（防除暦 115頁参照）

散布
回数

散布時期 対象病害虫
10ａ当

SS散布量

ハ ダ ニ 類 １． 展着剤
（ 晩 腐 病 ・ 黒 と う 病 ） ２． 石灰硫黄合剤 20倍 （５ℓ）
（枝膨病・つる割れ病）

ブ ド ウ ト ラ カ ミ キ リ １． ガットキラー乳剤 100倍 （1,000㏄）

１．晴天時を選んで、丁寧に散布する。

【 ぶ ど う 】

～ ２０日頃）

〔予測方法：発育速度（ＤＶＲ）モデルによる発芽予測　２/２０現在　果樹研究所〕

200ℓ１．前年、ブドウサビダニの発生が多かった園では石灰硫黄合剤を必ず散布する。
２．前年、晩腐病・黒とう病の発生が多かった場合では、ベンレート水和剤200倍（500ｇ）を散
布する。

薬剤の種類及び濃度
（水１００ ℓあたり）

発芽前、りん片
のゆるむ頃まで

（３月１０日

薬剤の種類及び濃度
（水１００ ℓあたり）

ふ 未 福 営 発 938 号

◎休眠期防除は越冬病害虫の初期密度を低下させるために重要な防除
です。今後の天候に注意し、遅れないよう適期に実施しましょう!!

【 り ん ご 】

今後の気温経過による予想日

　平年並　　　２℃高い　　２℃低い

薬剤の種類及び濃度
（水１００ ℓあたり）

ＪＡふくしま未来 福島地区本部　【果樹防除情報 ３月号】

　現時点での本年の発芽予測は、各樹種ともに平年に比べ早い予測となっています。なお、この時期は直前の気温の影響が大きい
ため、今後の気温の推移によって大きく変動することがありますので、今後の天候に注意しながら適期防除に努めて下さい。

注意事項  ：  展着剤は、各樹種共通でアイヤーエース10,000倍又はラビデン３S 10,000倍を使用する。（水100ℓ当り10ｃｃ）

３/２５　　　３/２１　　　３/３０

250ℓ

発芽10日前まで

【 も も 】

〇果樹防除情報については県からの発生予察情報をもとに作成しておりますが、皆様にお
かれましても防除の際には、防除暦を参照するとともに使用農薬に記載されている希釈倍
数等の内容を必ず確認して防除されます様お願いします。

令 和 8 年 2 月 27 日

300ℓ

※不明の点がありましたら、各地区指導員にお問い合わせください。

１．アプロードフロアブルは石灰硫黄合剤と使用しない。

４/３ 　　　３/２９　　　　４/９

３/２９　　　３/２５　　　　４/２

250ℓ
１．近年ハダニ類・カイガラムシ類が増加しているので、粗皮削りが終わってから温暖無風の
日に散布する。

1

薬剤の種類及び濃度
（水１００ ℓあたり）

特別
散布

1

（３月１０日

発芽1週間前まで

１．粗皮削り後、温暖無風の日に散布する。
２．前年、ハダニ類、カイガラムシ類（サンホーゼカイガラムシ）の多い園は石灰硫黄合剤を
散布した２～３日後に機械油乳剤95　２５倍(４ℓ)又はハーベストオイル５０倍(２ℓ）を使用す
る。カイガラムシ類の多い園ではアプロードフロアブル1,000倍（100㏄）も使用する。但し、機
械油乳剤95とハーベストオイルは樹勢の弱い樹には使用しない。
３．前年、ニセナシサビダニ等の越冬病害虫が多発した園では散布する。
４．石灰硫黄合剤とアプロードフロアブルは同時に使用しない。

な　　し【幸水・豊水・あきづき・秀玉・新高・王秋・二十世紀・南水】（防除暦77頁参照）

萠芽前

（３月下旬）

200ℓ

1

特別
散布

休眠期（萌芽前）



（防除暦 135頁参照）

散布
回数

散布時期 対象病害虫
10ａ当

SS散布量
樹 上 の 越 冬 害 虫 １． ハーベストオイル 50倍 （２ℓ）
カ イ ガ ラ ム シ 類 ２． アプロードフロアブル 1,000倍 （100㏄）
（ 炭 そ 病 ・ 灰 星 病 ）

（防除暦 148頁参照）

散布
回数

散布時期 対象病害虫
10ａ当

SS散布量
カ イ ガ ラ ム シ 類 １． 機械油乳剤95 25倍 （４ℓ）
（ ヒ メ コ ス カ シ バ ） ２． アプロード水和剤 1,000倍 （100ｇ）

または
１． ハーベストオイル 50倍 （２ℓ）
２． アプロード水和剤 1,000倍 （100ｇ）

（防除暦 159頁参照）

散布
回数

散布時期 対象病害虫
10ａ当

SS散布量
カ イ ガ ラ ム シ 類 １． ハーベストオイル 50倍 （２ℓ）
ふ く ろ み 病 ２． チオノックフロアブル 500倍 （200㏄）

ふ く ろ み 病 １． 展着剤
２． チオノックフロアブル 500倍 （200㏄）

（防除暦 170頁参照）

散布
回数

散布時期 対象病害虫
10ａ当

SS散布量

休眠期 カ イ ガ ラ ム シ 類 １． 石灰硫黄合剤 10倍 （10ℓ）
（３月上旬） 縮 葉 病

（ コ ス カ シ バ ）

（防除暦 179頁参照）

散布
回数

散布時期 対象病害虫
10ａ当

SS散布量
縮 葉 病 １． ハーベストオイル 50倍 （２ℓ）
カ イ ガ ラ ム シ 類 ２． 石灰硫黄合剤 10倍 （10ℓ）

または
１． ハーベストオイル 50倍 （２ℓ）
２． チオノックフロアブル 500倍 （200㏄）
３． アプロードフロアブル 1,000倍 （100㏄）

300ℓ１．カイガラムシ類の重要防除時期なので遅れないように散布する。
２．カイガラムシ類の寄生している枝、幹をワイヤーブラシ等でこすり落としてから、温暖無風
の日にムラなく散布する。
３．灰星病や炭そ病防除のため樹上のミイラ果や枯死枝を除去し、適切に処理する。

薬剤の種類及び濃度
（水１００ ℓあたり）

1
発芽前

（３月中旬）

★農薬散布は、無風又は風の弱いときに行うなど、近隣に影響の少ない天候の良
い日を選んで散布しましょう。散布時間帯についても通学や出勤時間帯は避け、住
宅地に混在している園地では十分注意して散布をお願い致します。

★長期間の少雨や乾燥が続いた場合、土壌の過乾燥を防ぐため、必要に応じて、
かん水を行いましょう。（特に若木については注意です）

300ℓ

250ℓ

350ℓ

薬剤の種類及び濃度
（水１００ ℓあたり）

1

１．ネクタリンは発芽期が早いので、散布が遅れないように注意する。
２．アプロードフロアブルは石灰硫黄合剤には使用しない。

【 ネ ク タ リ ン 】

１．コスカシバの発生が多い場合は、ガットキラー乳剤100倍（1,000ｃｃ）を枝幹部へ散布する。（手散布）

１．カイガラムシ類の発生が多い場合には、ワイヤーブラシなどでこすってからアプロードフ
ロアブル1,000倍（100cc）も散布する。

【 す も も 】

～２０日頃

１．ヒメコスカシバの発生が見られる場合は、ガットサイドS1.5倍(100～1,000ml/樹)を、主幹部、主枝及び
亜主枝の分岐部に塗布する。

250ℓ

薬剤の種類及び濃度
（水１００ ℓあたり）

1
発芽前

(３月下旬)

250ℓ

【 う め 】

2 開花前
（３月下旬）

薬剤の種類及び濃度
（水１００ ℓあたり）

薬剤の種類及び濃度
（水１００ ℓあたり）

３月１０日

【 か き 】

発芽前

（３月上旬）1

発芽前

【 お う と う 】

1


